
モード中は晴ら
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スポーツ庁の鈴木大拙長官が昨秋、国

民の健康促進を目的にスニーカーでの通

勤を奨励して以来、スーツにスニーカー

の組み合わせをめぐる議論が増えた。

この組み合わせは、 2012年ごろからス

ト1)-トで散見されていた。モード界に

おいても、高まる一方のラグジュアリ-

スニーカーブームを受け、15笹ごろには、

ファッションウイークなどに来る男性た

ちの間では珍しくなくなっていた。日本

のビジネスウエアにもようやくこの波が

訪れたかとの感がある。此竹の根葉は通

勤時の運動のためということなので、文

脈は異なるかもしれないが。

20世紀までは学校の先生以鮎こは許さ

時代の変化映す象徴
小心かった組み合わせを、魅力的に善こ

五両こはコツがある。これまでと同じス

し「ツのまま足元だけスニーカーに替える

わけではないのである。スーツに関して

(ら フォーマル度の低い服地や細めのト

うりサーズなどの若干スポーティーなタ

イツを着ること。運動靴感覚が薄めの、

滑襟態あるスニーカーを選ぶこと。従来

の堅いビジネスウエアが少しドレスダウ

ンし、 I Tやスタートアップ界の標準服

であるカジュアルウエアをドレスアップ

したような、ほどよい中間点に落ち着き、

凪通しのよい時代感覚が漂うとき、好感

性が舶くなるように見える。

服装には絶対不変の決まりはなく、常

スーツにスニーカーで登
庁する鈴木スポーツ庁畏
宮(東京・霞が関)

に時代の醇請と人々の鵬鴬が落ち糖くと

∴ノ了ぐ噺=、順殺((・(面I…(,)の調骨((i

u虹Ol爪)初年」出して左方葛。用件のビジネ

ススーツの起鍬は、近代資本ト機社食の

始まりと切っても切れない関係にある。

貴族と新興ブルジョワが、階級差に煩わ

されることなく仕事や社交を進めるた

め、ドレスコードにのっとったスーツの

システムが普及。スーツは市民社会を地

ならしする役割を果たした。

時代を先導する業界の標準服がジーン

ズやスニーカーであり、老舗のパナソニ

ックも変化を求めてジーンズやスニーカ

ーでの勤務を解禁したことを思うと、そ

の名目が「健康のため」であったとして

も、スーツにスニーカーという新旧折衷

スタイルを、後代の服飾史研究家は、社

会が次の時代に移行する過渡期の象徴と

見るだろう。 . (服飾史家)


